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おかやまコープの子ども「１日店長」企画で、レジ応対を行う小学生の様子
（関連記事はP7「トピックス」を参照）。



 2

地
域
の
農
と
食
を
つ
な
ぐ

「
地
産
地
消
」
を
推
進

　

全
国
の
生
協
で
は
、「
産
地
と

生
産
者
が
明
確
で
あ
る
こ
と
」「
栽

培
・
肥
育
方
法
が
明
確
で
あ
る
こ

と
」
な
ど
の
定
義
を
定
め
、産
直
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
4
年
夏
に
全
国
の
生

協
・
事
業
連
合
を
対
象
に
実
施

し
た
「
生
協
の
産
直
事
業
と
食

料
・
農
業
問
題
の
取
組
み
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査※

」
に
よ
る
と
、

2
0
1
3
年
度
の
産
直
事
業
の
総

取
引
額
は
2
、5
5
8
億
円
（
38

生
協
・
事
業
連
合
の
合
計
）、う
ち
、

各
生
協
が
所
在
す
る
都
道
府
県
内

で
生
産
さ
れ
た
地
産
地
消
商
品
の

供
給
高
は
8
9
3
億
円
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

生
協
産
直
で
は
地
産
地
消
の
推

進
に
よ
り
、地
域
内
の
生
産
と
消
費

を
結
び
つ
け
、地
域
経
済
を
循
環
さ

地
域
と
と
も
に
歩
む

生
協
の
産
直

生産者と消費者が手を結ぶ生協の産直事業には
長い歴史があります。

確かな品質の商品をお届けするとともに
事業を通して、食と農をめぐる

さまざまな課題に取り組んでいます。

特集

コープさっぽろ・藤野店（札幌市）の「ご近所やさい」コーナー。　

※調査は日本生協連が実施し、集計・分析は公益財団法人・生協総合研究所が行いました（2014年10月時点の速報値です）。
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せ
る
こ
と
で
、地
域
を
元
気
に
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

生
協
の
店
舗
に
は
「
ご
近
所
野
菜
」

な
ど
の
名
称
で
売
場
が
設
け
ら
れ
、

畑
の
様
子
や
地
元
生
産
者
の
顔
が

見
え
る
売
場
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、宅
配
の
商
品
案
内
で
も
、

産
地
の
紹
介
や
、ど
の
よ
う
に
産
直

商
品
が
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、紙

面
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、地
場
食
材
を
使
っ
た
地

域
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
加
工
食
品
を
開
発

し
、普
及
し
て
い
く
こ
と
で
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

飼
料
用
米
の
利
用
拡
大
で

地
域
の
環
境
・
景
観
保
全
も

　

2
0
0
7
年
以
降
、生
協
で
は
米

や
稲
を
畜
産
飼
料
（
牛
・
豚
・
鶏
）

に
利
用
す
る
、飼
料
用
米（
稲
）の
取

地場食材を利用したコープ中国四国事
業連合（本部・広島市）のコープ商品例。
　

飼料用米を利用したコープネット事業連合（本部・さいたま市）の産直商品「産直お米育ち豚」。

り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
料
用
米（
稲
）は
、飼
料
自
給

率
と
食
料
自
給
率
の
向
上
だ
け
で

な
く
、耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用

や
地
域
の
環
境
・
景
観
保
全
に
も

役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、こ
の
取
り
組

み
は
水
田
耕
作
者
と
畜
産
業
者
、

農
協
、行
政
、生
協
な
ど
が
連
携
し

た
「
飼
料
用
米
活
用
協
議
会
」
な

ど
、新
た
な
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
度
に
は
全
国
で

31
生
協
・
事
業
連
合
が
飼
料
用
米

（
稲
）
で
育
て
た
畜
肉
や
鶏
卵
な

ど
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、そ
の
作
付

面
積
は
6
、2
1
8
ｈ
ａ
、給
餌
量

は
2
万
7
、5
4
8
ト
ン
ま
で
拡
大

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、2
0
1
0
年

度
（
2
、7
6
4
ｈ
ａ
、
1
万
6
、

2
0
4
ト
ン
）
と
比
べ
、作
付
面
積

で
約
2
・
2
倍
、給
餌
量
で
約
1
・

7
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
相
互
理
解

　

生
協
の
産
直
で
は
「
産
地
交
流

会
」
な
ど
、生
産
者
と
生
協
組
合

員
・
職
員
が
直
接
交
流
で
き
る
場

を
多
種
多
様
な
か
た
ち
で
設
け
、相

互
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
度
に
は
全
国
で

組
合
員
の
産
直
産
地
へ
の
訪
問
企

画
が
4
、7
9
1
回
開
催
さ
れ
、

13
万
5
、1
8
4
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、生
産
者
が
生
協
の
店

舗
や
行
事
に
参
加
す
る
企
画
も
2
、

4
9
5
回
開
催
さ
れ
7
、1
4
4

消費者と生産者の共通の願い
から生まれた生協の産直

人
が
参
加
し
、交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
顔
の
見
え
る
」
関

係
は
、生
産
者
が
自
然
災
害
や
凶

作
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
と
き
、生

協
が
現
地
の
状
況
を
伝
え
る
こ
と

で
、買
い
支
え
や
組
合
員
に
よ
る
励

ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
募
金
を
送
る

な
ど
の
支
援
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

生
協
で
は
生
産
者
と
消
費
者
を

つ
な
ぐ
産
直
を
広
げ
る
こ
と
に
よ

り
、食
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
や
農
業
後
継
者
の
育
成

支
援
な
ど
、地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

特集

　高度経済成長期の日本では公害や有害食品の流
通など、消費者のくらしを脅かす社会問題が起こりまし
た。生協の産直は、「安全で信頼できる商品を安心して
食べたい」という生協組合員の願いと、「消費者と直接結
び付くことで、安定した生産とくらしを実現したい」という生産
者の願いを共に実現するために生まれ、1970年代以降、
各地に誕生した生協とともに全国に広がっていきました。
　その後も組合員のさらなる安全・安心への願いに応え
る「品質保証」の仕組みづくりや、「産地交流」の拡大
による顔の見える関係づくりが進みました。また、社会的
要請に応える「地産地消」や「多様で豊かな地域づくり」
「環境保全」「食料自給率の向上」など、幅広いテー
マで産直に取り組んでいます。

地域とともに歩む
生協の産直

2014年9月、コープ東北サンネット事業連合（本部・ 仙台市）の産直産地の1つ、産直センターふくしま （福島市）で行われた産直交流 「梨収穫体験ツ
アー」の様子。 参加 した組合員から生産者に、励ましのメッセージが寄せられました（右上）。
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在
、従
業
員
は
41
人
、う
ち
18
人
が

重
度
障
が
い
者
、1
人
が
精
神
障
が

い
者
で
す
。

県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

か
ら
、職
業
訓
練
を
受
託

　

併
設
の
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
で

は
、知
的
障
が
い
者
の
職
業
能
力
開

発
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他
の
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
と
大
き
く
異
な
る

点
は
、実
際
に
重
度
障
が
い
者
が
働

い
て
い
る
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
で
実

習
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

毎
年
15
人
の
訓
練
生
が
１
年

間
、食
品
加
工
の
技
術
訓
練
を
行

う
ほ
か
、社
会
人
と
し
て
自
立
す
る

た
め
の
生
活
習
慣
や
社
会
ル
ー
ル
な

ど
を
学
習
し
、さ
ら
に
は
社
外
で
の

販
売
実
習
や
調
理
実
習
な
ど
を
通

じ
て
、働
く
力
と
生
活
す
る
力
を
伸

ば
し
ま
す
。
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
な
ど
と
連
携
し
、主
に

阪
神
７
市
１
町
の
各
企
業
へ
の
就
職

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
４
月
に
は
、新
た
な

就
労
の
場
と
し
て
、事
業
所
内
に

コ
ー
プ
こ
う
べ
の
１
０
０
％
出
資
で

就
労
継
続
支
援
A
型
事
業
所注
２

、㈱

ゆ
う
あ
い
サ
ポ
ー
ト
を
設
立
し
ま
し

た
。こ
こ
で
は
生
協
店
舗
か
ら
回
収

さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、阪

神
友
愛
食
品
㈱
と
お
互
い
に
連
携

し
、新
し
い
障
が
い
者
就
労
の
広
が

り
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

兵
庫
県
お
よ
び
阪
神
７
市
１
町
と
共
同
で

障
が
い
者
の
就
労
を
支
援

「
阪
神
友
愛
食
品
株
式
会
社
」

意
欲
と
能
力
の
あ
る

重
度
障
が
い
者
に
働
く
場
所
を

　

阪
神
友
愛
食
品
株
式
会
社
は
、

働
く
意
欲
と
能
力
が
あ
り
な
が
ら

就
職
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
重
度

障
が
い
者
の
職
場
確
保
と
自
立
支

援
を
目
的
に
、１
９
８
６

年
、コ
ー
プ
こ
う
べ（
出

資
比
率
51
％
）、兵
庫
県

（
同
25
％
）
お
よ
び
阪
神

７
市
１
町注
１（

同
24
％
）
の

共
同
出
資
に
よ
り
設
立

さ
れ
ま
し
た
。全
国
で
初

め
て
、
重
度
障
害
者
多

数
雇
用
事
業
所
に
知
的

障
が
い
者
の
た
め
の
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す

る
形
で
操
業
開
始
。
社

名
に
は
「
障
が
い
者
と
健

常
者
が
力
を
合
わ
せ
て
、

友
愛
の
精
神
で
働
け
る

会
社
に
」
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、た
け
の
こ
や
豚
汁

の
具
な
ど
の
農
産
素
材
や
、し
い
た

け
煮
な
ど
惣
菜
パッ
ク
の
加
工
・
包

装
で
、主
に
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
店
舗
や

宅
配
で
供
給
さ
れ
る
ほ
か
、病
院
や

学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。２
０
１
４
年
６
月
現

行政と連携した
取り組み

注１　尼崎、西宮、芦屋、伊丹、宝塚、川西、三田の各市と猪名川町。
注２　「障害者総合支援法」に定められた障害福祉サービス事業所。一般企業への就労が困難な障がい者と、雇用契約を締結して
　　就労の機会を提供し、知識・能力の向上のために必要な訓練を行う。

コ
ー
プ
こ
う
べ

阪神友愛食品で働く皆さん（社屋玄関前で）

能力開発センター訓練生の工場実習の様子
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CO・OP
国際活動情報

１
９
９
１
年
か
ら
毎
年

マ
ネ
ジ
ャ
ー
研
修
を
実
施

１
９
８
７
年
、
日
本
生
協
連
と

会
員
生
協
は
、
ア
ジ
ア
の
生
協
の
発

展
と
協
同
組
合
同
士
の
交
流
や
協

力
を
目
的
と
し
て「
ア
ジ
ア
生
協
協

力
基
金
」を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の

生
協
の
事
業
や
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

イ
ン
ド
の
シ
リ
ー
ワ
ラ
ナ
コ
ー
プ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ド
テ
ン
コ
多
目
的
協

同
組
合
、
ベ
ト
ナ
ム
の
サ
イ
ゴ
ン
コ
ー

プ
か
ら
3
人
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
来
日

し
、
７
月
25
日
〜
８
月
10
日
ま
で
の

17
日
間
、
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
事
業
連
合

（
本
部
・
さ
い
た
ま
市
）と
み
や
ぎ
生

協（
本
部
・
仙
台
市
）、
日
本
生
協

連
な
ど
で
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

日
本
の
生
協
の
事
業
や
活
動

か
ら
学
び
、実
践
に
つ
な
げ
る

コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
事
業
連
合
で
は
、

組
合
員
の
環
境
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ

と
と
も
に
、
環
境
配
慮
型
店
舗
や

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
エ
コ
セ
ン

タ
ー
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

み
や
ぎ
生
協
で
は
、
店
舗
で
の
研

修
の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
沿
岸
地
域
の
農
協
や
漁
協
を

訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
協
同
組

合
で
は
、
全
国
の
生
協
か
ら
支
援
を

受
け
て
復
興
に
取
り
組
む
な
ど
、

協
同
組
合
同
士
が
助
け
合
う
姿
を

学
び
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
生
協
の
発
展
の
た
め
に

来
日
研
修
を
実
施

そ
の
ほ
か
に
も
店
舗
運
営
や
商
品

政
策
、
品
質
管
理
、
人
事
政
策
、

組
合
員
の
声
を
生
か
す
仕
組
み
な

ど
、
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
、
視
察

や
講
義
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。最

終
日
に
は
、
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
や
帰
国
後
の
行
動
計
画
に
つ
い
て

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
発
表
の
中

で
は
、「
組
合
員
と
の
信
頼
関
係
づ

く
り
」や「
組
合
員
の
参
加
」「
職
員

の
人
材
育
成
」の
大
切
さ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
、「
学
ん
だ
こ
と
を
自
国
で

も
生
か
し
て
い
き
た
い
」と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

日
本
生
協
連
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

ア
ジ
ア
各
国
の
協
同
組
合
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

後
、
基
金
は
公
益
財
団
法
人
・
生

協
総
合
研
究
所
に
移
管
さ
れ
、
教

育
研
修
・
交
流
事
業
な
ど
へ
の
助
成

に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
生
協
連
は
こ
の
基
金
を
活

用
し
、
１
９
９
１
年
か
ら
毎
年
、
ア

ジ
ア
の
生
協
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
日
本
の

みやぎ生協の店舗で研修中のアジア3カ国のマネージャーの皆さん。

コープネットエコセンター（千葉県野田市）での研修の様子。
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子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
い
、全
国

の
生
協
で
は
事
業
や
活
動
の
場
を
通
し

て
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
お
か
や
ま
コ
ー
プ
は
8
月
17
日
、ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
店
長
を
体
験
し
て
も

ら
う「
1
日
店
長
」企
画
を
岡
山
県
内

の
全
11
店
舗
で
実
施
し
ま
し
た
。こ
の

日
、店
長
に
就
い
た
小
学
生
28
人
は
、朝

礼
に
続
き
、売
場
点
検
や
試
食
販
売
、

レ
ジ
対
応
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
店
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
一
生
懸
命
に

働
く
小
さ
な
店
長
に
、周
囲
か
ら
は
笑

顔
と
と
も
に「
頑
張
っ
て
」「
夏
休
み
の
良

い
思
い
出
に
な
る
ね
」な
ど
の
声
が
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。参
加
し
た
小
学
生
か
ら
は
、

「
初
め
て
知
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
」「
普
段
見
ら

れ
な
い
場
所
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　全国大学生活協同組合連合会（全国大学生協連）
には、219の大学生協が加入しており、その組合員数
は約154万人（2013年9月現在）です。全国のキャン
パスで店舗657と食堂561の運営をはじめ、大学生が
必要とするさまざまな事業を行っており、会員生協総事
業高は1,860億円（2013年度末）となっています。
　また、全国大学生協共済生活協同組合連合会（大
学生協共済連）が元受団体として実施している「学生
総合共済」には、約66万人の学生が加入しています。

　2014年2月、全国大
学生協連と大学生協共
済連は、（株）三菱総合
研究所と協力し、大学
生をめぐるさまざまなリス
クを網羅した『大学生
が狙われる50の危険』
（青春出版社）を出版
しました。

事業種 別 生 協 の ご 紹 介

トピックス

　この本では、サークルを装った悪質な勧誘をはじめ、飲
酒の強要やインターネットの落とし穴、一人暮らしのトラブ
ル、交通事故、ドラッグ、うつ病、金銭トラブルなどのリスク
を網羅し、その対処法を明示しています。学生とその保護
者、大学の教職員などから〝安全・安心マニュアル〟とし
て支持され、版を重ねています。

　大学生協では、「学生生活実態調査」「保護者に聞く
新入生調査」「院生生活実態調査」を行っています。これ
らの調査結果は、大学生や大学生活に関する著作で頻
繁に引用され、多くのメディアで報道されています。
　特に「学生生活実態調査」は今年で50回目を迎え、
他に類のない調査として評価されています。今年発表し
た「学生の4割が読書時間ゼロ」は衝撃を持って受け
止められました。また、質・量・多様性の面で特に優れて
いる調査データとして、2014年3月、東京大学社会科
学研究所から「2013年度寄託者表彰」を受けました。

3月26日、東京大学で開催された｢2013年度寄託者表彰式」の様子。

● 『大学生が狙われる50の危険』
　　を発行

● 大学生の実態を明らかにする
　 調査活動

子
ど
も
「
1
日
店
長
」に

「
頑
張
っ
て
」の
声

●判型：新書版・220頁
●価格：926円+税
●販売：書店にて販売中

売場点検の様子



特
集

地
域
と
と
も
に
歩
む
生
協
の
産
直

Vol.135
2 0 1 4

A U T U M N 生
協
法
③ 

組
合
員

　

生
協
法
で
は
組
合
員
の
資
格
を
、地
域
生

協
の
場
合
は
そ
の
区
域
内
に
住
ん
で
い
る
者
、

職
域
生
協
の
場
合
は
そ
の
職
域
に
勤
め
て
い

る
者
、と
定
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、地
域
生

協
で
は
区
域
内
に
勤
務
し
て
い
る
者
、職
域

生
協
で
は
そ
の
職
域
の
そ
ば
に
住
ん
で
い
る

者
や
そ
の
職
域
の
退
職
者
も
、組
合
員
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
に
な
る
に
は
、前
記
の
資
格
を
満

た
す
と
と
も
に
、定
款（
生
協
法
に
基
づ
い
て

定
め
る
各
生
協
の
自
治
規
範
）
に
定
め
ら
れ

た
一
口
以
上
の
出
資
金
を
拠
出
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。万
一
、生
協
の
事
業
が
失
敗
し
た

場
合
、組
合
員
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

責
任
は
、拠
出
し
た
出
資
額
ま
で
で
す
。

　

組
合
員
に
な
る
と
、生
協
に
対
し
て
次
の

よ
う
な
権
利
を
持
ち
ま
す
。①
事
業
を
利
用

す
る
権
利
、②
議
決
権
・
選
挙
権
、③
役
員
お

よ
び
総
代
と
な
る
た
め
の
被
選
挙
権
、④
総

代
会
議
事
録
な
ど
の
書
類
を
見
る
こ
と
を
請

求
す
る
権
利
、な
ど
。

　

事
業
の
利
用
は
、組
合
員
と
同
一
世
帯
に

属
す
る
家
族
も
認
め
ら
れ
ま
す
。原
則
と
し

て
、そ
れ
以
外
の
利
用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

（
例
外
規
定
に
つ
い
て
は
、前
号
参
照
）。

　

議
決
権
は
、出
資
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら

ず「
一
人
一
票
」で
す
。こ
れ
は
、議
決
権
が「
一

株
一
票
」
で
、多
く
の
株
式
を
持
っ
て
い
る
株

主
の
意
向
が
議
決
を
左
右
す
る
株
式
会
社
と

の
大
き
な
違
い
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
生
協
は
、消
費
者
が
出
資
し

て
組
合
員
に
な
り
、事
業
を
利
用
し
、運
営
に

参
加
す
る
組
織
で
す
。

生
協
ミ
ニ
知
識

　生協（生活協同組合）は、農協や漁協などと同じ協

同組合の一つです。「消費生活協同組合法（略称：生

協法）」に基づいて設立され、生活の向上をめざし、

さまざまな事業や活動を行っています。生協は、利用

者である組合員自身が出資し、意思決定や運営に参

画する組織です。

　日本生協連は、生協法に基づく生協の全国連合会

で、右のような事業や活動を行っています。

会　長　浅田 克己（代表理事）

会員数　３34会員（２０１3年度末）

供給高　３，780億円（２０１3年度）

全国の組合員数　２，734万人（２０１3年度末）

会員生協の総事業高　約３．３兆円（２０１3年度）

[URL]　http://jccu.coop/

創　立　1951年3月20日

■主な事業と活動
１． 会員生協への商品供給などに関わる事業
	 ①コープ商品などの開発と供給
	 ②通販事業、旅行事業
	 ③商品事業に関わる品質管理、物流・情報システムなど事業基  

　盤の開発や運用　など

２． 会員生協への支援の取り組み
	 ①会員生協間の連絡・調整・交流
	 ②会員生協の宅配・店舗・福祉などの事業や、環境保全・くらしの

　助け合いなどの組合員活動への支援
	 ③会員生協の組織運営・法令順守の支援　など

３． 生協の全国組織としての取り組み
	 ①生協の全国的な事業・活動方針策定
	 ②国内・国外の各種協同組合・諸団体・行政などとの連絡・調整
	 ③「食」「環境」「福祉」「消費者問題」など生活に関わる社会的

　テーマについての意見発信や取り組み　など

日本生活協同組合連合会（略称 ： 日本生協連）組織概要
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生協での議決権は「一人一票」です（京都生協総代会の様子）。


